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米国の予報業務＊

立　平　良　三＊

　1978年の年末，ワシントンに出張する機会があり，そ

のついでに米国のNWS（National　Weather　Service）の

いくつかの施設を見学することができた．ここでは，その

見聞を中心に米国の予報業務について紹介’してみたい．

　以前に山岸（1976）による紹介もあるので，特に興味

の感じられた点についての断片的な解説になると思われ

るがご了承願いたい．

　1．AFOS（Automations　ofField　Operations　and

　　Services）計画の進行状況

　AFOS計画は，現在NWSが取り組んでいる最も大き

な計画と言ってよかろう．これは簡単に言えば，全国約

200の気象官署にミニコンとDisplay（Graphic　and　Cha－

racter）を配置し，ほとんどすべての気象1青報（画およ

び文字）の受信をDisplay上で行なおうとするものであ

る．また，予警報の発信もDisplay上にMessageを作

り通信回線へ乗せることになる．

　このMessage　Composition機能はAFOSの大きな特

色で，Free　Text，Prc－Format，Addedの3種類ある．

Free　Textは，K．cyでMessageを入力する普通の方法

である．

　Pre－Formatは，たとえばトルネード警報の発表など

のとき，Displayに警報のFormatが呼び出され，その

空白部分に時刻・領域などをKeyで打ち込むというも

ので，トルネード警報のような寸刻を争う場合に威力を

発揮しよう．

　現在NWsでは，MOS＊＊＊などの方法で客観的自動

的に計算された天気予報のガイダンスを組み合わせて，

コンピュータで天気予報文にする技術が開発され，実用

テスト中である．このComputer　Worded　Forecastを

Displayに呼び出し予報官が必要な修正を加えて送出す

るのが，Addedという機能である．

　このようなAFOSの端末機器は現在約50の官署に設

置されているが，まだテスト中であった．Displayに表

示されたものは，必要に応じハードコピーをとることが

できる．第1図は地上プロット図のコピーで，かなり鮮

明である．

　将来，AFOSのDisplayには衛星やレーダの画像ま

で表示される予定で，そうなればこれらの高分解能のデ

ータを使ったきめ細かい目先の予報（Nowcast）の充実

が期待される所である．この準備として，NWSとNESS

が共同で1974年から1976年にかけての夏にNowcastの

実験を行なっている（Roderick6知1・，1977）．実験対象

地区はワシソトンの近くにあるChesapeakc湾周辺であ

る．この湾では水上レジャー活動が盛んで，きめ細かい

予報の二一ズが特に高いらしい．ワシントソWSFOで

は，現在6時間先までのNow　castを朝6時から夜22時

まで毎時発表している．

　Nowcastは予報班の中でもLeading　Forecasterの受

持で，重要視されていることがわかる．

　ワシントソWSFO＊＊＊＊の現業室には，第2図のよう

にテレビ画面に前4時間の衛星写真のムーピーがエンド

レスに繰り返し写し出されており，最新の衛星写真が入

手される毎に自動的に更新されている．このムービー

は，Nowcastの重要な武器になっている．

　ワシントソWSFOに隣接して，NESSの組織である

Satellite　Support　Unitがあり，これがムービーをリアル

タイムに作成してWSFOに提供しているわけである．

＊Operational　Forecasting　Service　in　U．S．A．

＊＊R．Tatehira，気i象庁予報課．

1979年5月

＊＊＊数値予報の結果を予測因子とした統計的予測式に

　　よって，各種の天気要素を予想する方法．

＊＊＊＊第2表参照
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第1図AFOSのD三splayのハードコピー．

第2図　ワシソトソWSFOの予報現業室．中央奥
　のPublic担当予報官の脇のテレビに衛星写真の

　4時間ムービーがエソドレスに映っている．

　2．D／RADEX（Digitized　Radar　Experiment）

　　について

　AFOSのDisplayには，レーダ画像も表示される計

画になっているが，まだ実際には接続されていない．

AFOSには，単なるレーダ画像だけでなく，3時間ある

いは24時問の積算レーダ雨量やエコーパターンの短時間

2

予想なども表示されることになっている．このために

は，エコーのデジタル化が必要であるが，米国ではD／

RADEXと呼ばれるプ・ジェクトでその技術開発を進め

ている．

　1971年にアメリカ中西部の4台の現業用レーダにデジ

タル化装置を取り付け，実用化試験が開始された．その

後，1974年にはピッツバーグの現業レーダに3次元エコ

ーのデジタル化が自動的に行なえる装置が付加され，鉛

直積分エコー強度やエコー頂高度などのデジタルデータ

の利用がテストされている．

　米国では，日本のアメダスのような密な雨量観測網が

ないので，デジタルエコー強度を時間積分して得られる

「レーダ雨量」に対する期待は大きい．

　第3図は，ピッツバーグ・レーダのデジタル化エコー

をタイプアウトしたもので，第4図のような簡単な受画

器を設置すれば公衆電話回線でピッツバーグ・レーダを

呼び出し，最新のエコーを受画できる．第3図の（a）は

エコー・強度，（b）はエコー頂高度で，それぞれ3×5n．

mi（約5．5×9．Okm）メッシュでデジタル化して数字で

表現してある．メッシュが正方形でないのは，タイプラ

窯天気が26．5．
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第3図　ピッツバーグレーダのデジタル化されたエ
　　　　コーの例．

イターのプリソト様式に合わせたものらしい．中心付近

の一印はグラソドエコーを意味し，この部分のエコー情

報は捨てている．

　日本ではすでにグランドエコー除去の技術開発に成功

しており，実際に現業レーダに装着して約50dBまでの

グランドエコーを除去できたという結果は，第18回の

Con琵rence　on　Radar　Meteorology（Tatehir＆・Shim圭一

zu，1978）に報告してあるが，D／RADEXの担当者（R・

E．SafHeおよびR．C．Elvander…第4図）やSDO＊

の所長（W．H．Klein）もこの論文は読んでおり，アメリ

カのデジタルエコーシステムに取り入れることを検討し

たいと言っていた．現時点のD／RADEXの計画では，

SVP（Signal　Variability　Processor）ηこよってグランド
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第4図 SDOにおけるデジタルエコーの受画器．

左はSafHe，右はElvanderで，共にD、／

RADEXの担当1者．

エコーの重畳の有無を検出’し，重畳しているメッシュは

捨てるという方式である．この場合は，グラソドエコー

のあるメッシュの降水エコーの強さは測定でぎなくなる

わけである．ただ，異常伝搬による異常なグラソドエコ

ーを降水エコーと誤認することだけは防げる．

　3．予警報の精度検証システム

　予警報を利用する上で，その精度やくせを充分に把握

しておくことは大切である．予警報が完全に当たるもの

として行動すれば間題があろうし，また全然信用しなけ

れば，せっかくの有効な情報を捨てることになる．予報

精度を踏まえた適正な利用が望まれるわけである．

　3．1．　Public　Forecast

　一般向けの短期予報であるpublic　F・recastについて

は，次のような検証システムになっている．

　（a）検証項目

　　　降水確率（Pr・pability　of　Precipitation），最高気

　　温，最低気温の3要素である．

　（b）予報期間

　　　0～12時間，12～24時間，24～36時間の三つの期

　　間について，1日2回の予報内容を検証する．

　（c）記入様式

　　　Mark　Scnse　Cardsに，予報値，ガイダソス値＊，

　　実況値の三つが並記される．

　（d）処理

　　　1ケ月毎まとめてNWS本部（Technical　Procedure

　　Branch）へ提出され，月別成積表にまとめられる．

　　この表は原官署のerror　checkを経て，NWS本部

＊第2表参照

1979年5月

＊MOSなどの客観的な予測法によりコンピュータで
　計算された降水確率などの値で，予報官はこれを補

　正して予報を発表する．

3
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第5図 米国の予警報の業務系列．破線は予測資料の提供が主で，系列関係が比較的

薄いことを示す．官署名の前の数字は，米国内での配置数を示す．

　　で半年毎の統計処理が行なわれる．統計結果は原官

　　署での予報改善，あるいは予報利用者に対する解説

　　や指導に使われるわけである．

　Public　Forecastの検証カードには，予報官名も符号

で記入されるので予報官の技術も評価されるわけである

が，記入様式から推察すると，単に予報の当たり外れで

はなくガイダンスに比べどれくらい精度がよいかを評価

されるらしい．このようにすれば，運悪く難しい予報日

に当たった予報官が悪い評価を受けるのではなく，ガイ

ダンスを修正せずにそのまま予報文にするような安易な

予報官が批判されることになろう．このような評価法が

徹底しておれば，Snellman（1977）に指摘されているよ

うなMeteorological　Cancerの心配は少な：いのではなか

ろうか．このCancerとは，コンピュータによるガイダ

ンスが配布されれば，予報官はこれをただ言葉に直すだ

けという弊に落ち入りやすいことを指している．

　3．2．警報関係

　わが国の注警報に当たるものは，米国ではあとで述べ

るように，Watch，Waming，Advisoryなどである．こ

れらについてもその検証が行なわれている．

　検証の内容は主として警報発表のタイミングであっ

て，次のような形に集計される．

　（a）異常気象発生の事前に発表された回数（％）

　（b）事前発表の場合の平均Lead　Time＊

　（c）空振りの回数（％），見逃しの回数（％）

　このほか，警報発表時に出現したレーダエコーの強

度，頂高度，パターンの特徴なども併記されるようにな

っており，レーダ利用の強い姿勢がうかがわれる．

　4．警報システム（航空，海上関係を除く）

　米国の警報は，第1表のように四つの現象について発

＊警報発表時刻と異常気象発生時刻の時間差

4

表されており，わが国の警報の種類とかなり異なる．ま

た，予警報業務の系列が，第5図のように現象によって

違った構成になっているのも大きな特色である．これら

の図表中の略号については，第2表を参照されたい．

　第1表に見られるように，現象の強さやその切迫度，

あるいは発表官署の違いなどにより，いくつもの発表形

式がある．おおまかにわが国のシステムとの対応をつけ

ると次のようになる．

　　全般（あるいは地方）気象情報……Watch

　　注意報……Advisory（しかし時にはWatchが対応

　　　　　　　する場合がある）

　　警報……Waming

　　府県気象情報……Statement

　しかし，Hurricaneの場合は，第3表に見られるよう

に，Advisoryはちょっと違った意味に使われており，む

『しろHurricaneに関する警戒の主役となっている．

　第3表の最下段に，対応する日本の発表形式を書いて

あるが，必ずしも1対1の対応はない．両国の発表形式

の比較検討により，簡潔で利用しやすい発表形式への手

掛かりが得られるのではなかろうか．

　米国の警報の特色をいくつか挙げてみよう．まず，内

容の時刻的表現が明確なことが目につく，発表時刻は当

然だが，有効期間（Valid　Time）が何時から何時までと

明示される．発表時刻から有効期間の始まりまでの時間

はLead　Timeと呼ばれており，警報の種別によってそ

れぞれ目標とすべきLeadTimeが規定されている（第

1表，第3表参照）．また，ポテンシャル予報的性格の

Watchの存在も興味がある．

　大雨注警報はないが，これはFlash　Flood　Wamingで

処理される．このWamingは，かなり小さな河川の流

域毎に発表されるきめ細かいものである．

　この前の冬（1978年2月）に米国東部にすごい雪あら

臓天気”26．5．
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しがあったが，NWSの情報発表が必ず

しも適切でなく，住民から不満がでてい

たという話を滞米中に聞いた．NMCを

訪間した折，案内してくれた次長（H．

Saylor）に聞いてみた所，われわれとし

てはこのストームの予報は非常にうま

くいったと思っているとの答であった．

そして，H．E．Brown8」α1．（1978）のコ

ピーをくれて，君自身で判定してみてく

れということであった．内容を見ると，

結局，このときの数値予報およびそれに

基づくMOSなどによる降雨雪の量的

予想がかなりうまくいったということで

ある．東部各州のwSFOがこれを受け

て，きめ細かい適切なWinter　Weather

Wamhlgを出したがどうかは問題で，不

満の種はこの辺にあったのかも知れな
い
．

　NMCでは，24時間きざみで，48時

間先までの雨量予想に力を入れており，

qPB（Qμantitative　Precipitation　Brallch）

に8名の予報官を配置して1日2回第6

図のような予想図をFAX放送’してい

る．これは，MOSなどの客観予測の結

果をマニアル修正する形で作成されるも

ので，マニアル修正による精度向上は12

時間分くらいだという表現を’していた．

つまり．マニアル修正の結果丁＝24h－

48hの予想は，無修正のT＝・12h－36h

の予想とほぼ同じ精度だということであ

る．

5．気象情報伝達システム（航空・海上

　関係を除く）

了NWSで作成される各種の気象情報は，

文字（音声を含む）情報と画情報に大別

される．これらの情報が米国内のさまざ

まな利用者にどのように伝達されている

かを概観しよう．各地方特有の伝達シス

テムもかなりあるようだが，ここでは全

国的なもののみ取り上げることにする．

　文字情報についての最も基本的な伝達

手段は，NOAA　Weather　Wire　Servlce

、天気”26．5．
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FAX　雌AP　NO　τ46 手叉A糞H費A綴

第6図 24時間先までの雨量予想図（イソチ単位）．

までの予想図が放送される．

これに引き続き24～48時間先

第7図

纈翻

　　　　　　　漁

ワシソトソWSFOにおけるNOAA
Weather　Radioの吹込み．

である．各WSFOは，すべての予警報や特定のデータ

をこの有線テレタイプ回線に打ち込む．これらの情報を

利用したい場合は，この回線の受信契約者になればよく，

現在，次のような契約者がいる．

　（1）ラジオ，テレビ：警報などの緊急性の高いものに

　　は“lmmediate　Broadcast　Requested”というタイ

　　トルが付ぎ，即時の放送が要望されている．

　（2）電話会社：アメリカではWeather　by　Phoneと

　　いうのが日本の177に相当するが，その内容は電話

　　会社が回線で受信した予警報を吹き込んだものであ

1979年5月

　　る．この吹き込みはWSOが直接やっている場合も

　　ある．

　（3）警察，防災機関，官公庁，新聞，公共企業など．

文字情報についての第2の伝達手段は，NOAA　Weather

Radioである．これはVHFによる音声放送で，現在

182局ある．しかし，サービスAreaが半径約40マイルな

ので，まだ全米をカバーすることはでぎず，将来は300

局以上に増設される計画である．

　各局には，放送内容の吹込みを担当するWSFOまた

はWSOがある．第7図はワシントソWSFOでの吹込

み風景である．放送内容は6本のテープに吹き込まれて

おり，これが順に繰り返し放送されている．新しい予警

報が出ると，該当する部分のテープを抜き出し，内容を

更新するわけである．

　NOAA　Weather　Radio放送の受信用ラジオは市販さ

れており，ふだんスイッチが切ってあっても緊急の警報

が出た場合自動的にスイッチが入りアラームを出すな

ど，トルネードのような寸刻を争う場合は非常に有効な

伝達手段である．

　このほか，緊急連絡用としてHot　Lineの電話を利用

するシステムもある．

　いっぽう画情報は，NAFAXと呼ばれる有線FAXが

主要な伝達手段で，このFAXによってNMCで作成さ

れた解析図，予想図，各種ガイダンスが伝達される．第

7
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　　　第8図　NSSFCで毎時作成されるレーダエコー合成図．これは電報形式（RADOB）によるレーダ観測
　　　　　　　結果の通報をコγピュータで処理して自動的に描かせたもので，観測後30分に放送される．NE

　　　　　　　はNo　Echoを意味する．

8図のようなレーダエコー合成図だけは，Severe　Storm

予報のセソターであるNSSFCから送画される．

　このNFAFAXの受信契約者の数は，NWS関係が約

260，NWS以外の官公庁約470，民間約380となってい
る．

　全体的な印象として，部外に流される情報量の多いこ

と，また，文字，音声，画による伝達手段がよく整理さ

れており，伝達の迅速性がうかがわれる．今後，利用者

がAFOSのDisplayを設備すれば，いっそう内容豊富

な情報を迅速に受け取ることができるわけである．

　6．ピッッバーゲWSFOの印象

　わが国の気象関係の人が米国の気象業務を見学する場

合，ワシントソのNMCやカンザスのNSSFCなど全

国中枢的な組織が多く，日本の地方気象台に相当する

WSFOへ足を伸ばすことは少ない．筆者は最新型のレ

ーダエコーデジタル化装置を見学するため，ピッツバー

グのWSFOを訪れた．

　ワシントンからピッツバーグに飛ぶと，途中でアパラ

チヤ山脈を越える．北東から南西に走る何十本もの細い

山脈の集合体で，まさに地球の小じわといった感じであ

8

った．このような細かい起伏のために，この一帯はFlash

Floodの頻発地帯になっているらしい．

　ピッツバーグは，オハイオ川とアレゲニー川の三角州

を中心に発した製鉄の町で，中心部はGolden　Triangle

と呼ばれている．まわりを丘に囲まれ，大気汚染は米国

でも指折りのようである．日本に追い越されるまでは，

ここはまさに世界一の製鉄の町であったわけで，今でも

中心部のそのまた中心にU．S．スチールの赤さび色のビ

ルがそびえている．

　空港に着くとwSFOの次長さんが迎えてくれ，すぐ

近くの丘の上にあるレーダ観測所へ案内してくれた．こ

こは正式にはピッツバーグWSMOと呼ばれ，高層観測

とレーダ観測をやっている．ふと，どこか目本の山岳レ

ーダサイトを訪問しているかのように錯覚するほど雰囲

気が似ている．ただ，どういうわけかレーダ指示機室が

地下にあった．もっとも，乾燥した国だから日本の地下

室のようなじめじめしたイメージは当たらない．観測員

と話していても，言葉は多少もどかしいが日本のレーダ

当番と話しているような気楽さであった．

　案内の次長さんはかなり年配で，レーダサイトから市

、天気”26．5．
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第9図　ピツツパーグのWSFO予報当番．

271

第10図 ピッツ・ミーグWSFOの現業室．中央に

AFOSのDisplayが2台設置されている．

の中心部のWSFOに向かう間，日本の退職年金の話を

いろいろ聞いていた．wSFOは連邦政府ビルの21階に

あった．台長（Meteorologist　in　Charge）1まNWA（第

7節参照）のFlash　FloodのMeetingに出席して留守で

あった，この人は最近ワシソトンWSFOのP＆bllc担当

予報官から昇格してきたということである．各WSFO

ではPublic担当のほか，航空担当，海上担当などの予

報官がいて予報班を編成’しているが，Public担当には

Leading　Forecasterが当てられている．

　このWSFOに日本人が来るのは，おそらく初めての

ようで，居合わせた予報当番連中はいろいろと日本のこ

とを質問したり案内してくれたり，同業者意識とでもい

うのかたいへん気安かった．米国でも人員整理の波はぎ

びしいらしく，首になったら日本の予報課で雇ってくれ

ないかなど冗談を言っていた．女性の予報当番は2人い

て，2人ともMissであるが，1人はLeading　Forecaster

の肩書だから多分オールドの付く方ではないかと思う．

たまたま居合わせたのはWeather　Service　Specialistの

方で第9図の写真のようにスペイン系の美人である．ペ

ンシルバニア州立大学で気象を勉強したとのこと．夜勤

ももちろんやるのだそうで，日本では女性の予報当番は

居ないといったらその理由を聞きたがり，説明に困っ

た．しかし，日本でも気象大学校が女性に門戸を開放し

たので，女性の予報官の誕生も近いことであろう．

　予報現業室は，第10図のようなぐあいでどこの国も似

たようなものだが，中央に2台あるDisplayがAFOS

で，まだ作動していないが，これが働き出せばかなり変

わった雰囲気になりそうである．

　このWSFOは，第11図のペンシルベニア州の予報を

担当している．ペンシルベニア州は，第12図（a）のよう

1979年5月

に気候区を考えて12のZoneに分かれていて，Zone毎

に短期予報を出すことになっている．

　実際にはいくつかのZoneをグループにして予報文を

書いているが，それにしてもかなりたいへんである．第

11図には比較のために日本を同縮尺で入れてあるが，ペ

ソシルベニア州は日本の関東から近畿ぐらいの大ぎさが

ある．

　これを12に分けているのだから，Zolleの大ぎさは日

本の府県の2倍ぐらいであろうか．

　一方，警報の場合は担当区域が異なり，第12図（b）の

ようになっている．ピッツバーグのWSFO担当域は

PITの星印のまわりの太線の領域で，州の1／4ぐらい

である．残りはフィラデルフィア（PHL）その他六つの

WSOで警報を担当している．しかし，警報の表現は基

本的には群単位ということになっている．第12図（b）の

細線が郡の区分を示しているが，日本に当てはめてみる

と，府県を数区分したくらいの細分になっている．

　16時頃になったら次長さんはそわそわし始め，自動車

が混むからこれで失礼するという．台長がいないのでさ

ぽるのか，いつものことなのかわからないが，米国でも

意外にルーズな所もあるなと感心した．

　ほとんど随時に即時的に受画できるレーダFAXや，

30分毎に受画できる衛星部分画像など，日本の地方気象

台の人にうらやましがられるような設備がある，しかし．

雨量計の方は数も受信設備もアメダスとは比べものにな

らないお粗末さであるなど，いろいろお国柄が現われて

いるように思われる．

7．NWA（National　Weather　Association）につい

　　て

　米国では，日本の気象学会に相当するものとして以前

9
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（a）ベソシルベニヤ州のZone予報区分（1～12）． （b）同州の警報担当区分．

第12図

からAMS（American　Mcteorological　Society）があり，

NWSの職員も多数加入している．しかし，学会活動を

盛んに行なって1、・る会員はやはり大学や研究機関に勤務

している場合が多く，気象技術の実務に従事している

人々にはなじみにくい面もあったようである（AMSの

Bulletinなどには予報技術関係の論文や紹介がよく見受

けられるのだが）．

　NWAは，1976年に気象学関連の実務に従事している

技術者を対象として設立され，初代の会長は現ワシント

ソWSFOのMIC（台長）であった．会員数は現在
約1，500名，会員の勤務先の主なものは次の通りである．

　　Air　Wea，ther　Service

　　Federal　Aviatioll　Admhlistration

　　National　Weathcr　Service

　　Naval　WeatLer　Service

10

　　National　Env．Satellite　Service

　　UIliversity

　　Consultant，Private，11／dustrial　Radio／TV

　7．1．NWAの活動
　出版物としては，季刊のNatiollal　Weather　Digestと

不定期（ほぼ月1回程度）のNewsletterである．

　NWAには、いくつかのCommitteeがあり次のような

活動をしているとのことであった．この活動内容を見て

もNWAの性格がうかがえる．
　（a）　Public　Service　Forecast

　　。予報の表現法や伝達についての問題

　　・privateの予報とGovemmentの予報の調整．米

　　　国では，テレビ局などが気象専門家をやとって独

　　　自の予報を放送してよいことになっている．しか

　　　し，これが時には、間題を起こしているらしい．

、天気”26．5．
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　　。PoP（降水確率）の利用法の検討

　（1））Radar

　　・デジタル化されたエコーの利用の検討

　（ic）Observational　Data

　　・関連する文献の目録の作成

　（d）Environmental　Meteorology

　　。大気汚染気象に対するNWAの方針の検討

　7．2．新NOAA長官とのインタビュー

　NationalWeather　Digestの記事の例として現NOAA

長官ML　Frankが着任した直後のインタビューを紹介

しよう＊．話題になっていたのは次のようなものであっ

た．

　（a）沿岸200マイル問題に関連して海上気象サービス

　　の向上が必要である．

　（b）Nowcastサービスの充実に関連して，要員と通信

　　手段をどうすべきか．通信手段についてはNOAA

　　Weat！・er　Radio（第5節参照）の活用が期待でき

　　る．

　（c）レーダ観測網の将来構想については，AFOSに関

　　連したエコーデジタル化に続いて，ドップラーレー

　　ダの展開を検討する時期にきている．

　7・3。NOAA洪水災害報告に対する反論

　これは，Newslet亡erの記事の例である＊＊．1977年7

月19日～20日に．ペンシルベニア州ジョーンズタウンで

Hash　Floodがあり，死者が76名も出た．これに対し，

NOAAは調査団を派遣しDisaster　Survey　Reportをま

とめた．この中で，ピッツバーグWSFOの警報作業に

対して警報発表のタイミングの遅れを指摘し，その原因

はOver　Forecastingに対する非難を恐れて慎重になりす

ぎるためとしている．日本流に言えば，注警報の空振り

による「狼少年」の効果の問題である．

　このDisaster　Survey　Reportンこ対して，ピッツバー

グWSFOの次長がSupPlementay　Reportの形で反論

をした．この次長は，第6節に紹介した，筆老を案内し

てくれた人と同一人物かどうかは確認していない．この

反論は未公開らしいが，Newsletterの編集者が入手して

紹介しているわけである．

　反論の要点は次の通りで，米国の防災気象業務を裏側

から見た資料という意味で興味がある．

　（a）NOAAの調査チームに予報経験者が含まれてお

273

　　らず，また当日の上番予報官に対する事情聴取がな

　　かった．

　（b）警報発表時刻，ダム決壊時刻など，事実関係の調

　　査がずさんで，新聞記事をうのみにしたセソセイシ

　　ョナルな経過報告になっている．

　（c）当時レーダ要員に欠員があった．またレーダ観測

　　者に予測作業はやらせないことになっているのに，

　　レーダ観測通報（Radar　Summaries）に予測的な内

　　容を要求している．

　（d）重要な時点で2時間半も衛星が観測中止した．ま

　　た，部品不良のため衛星受画装置の品質が低下した

　　ままであった（新部品を早く送ってこない管区の責

　　任だということであろう）．

　（e）1972年からNOAAはFlash　Flood対策を強化し

　　ているが，要員と設備の増強が充分でない．今回も，

　　もしジョーンズタウンに自動通報の雨量計があれば

　　もっと災害が防げただろう．

　最後に，編集者はNOAAの災害調査システムの再検

討を要望し，「Scapegoats探しよりSolutions探しを」

と結んでいる．日本でジョーソズタウン洪水のような気

象災害が起こったとき，どのような組織がNWAのよう

な立場に立つことになるのだろうか．
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